
３．障害者支援施設「京都市大原野の杜」 

    生活介護事業・施設入所支援・短期入所事業・特定相談支援事業所 

 

（１）総 括 

  コロナ禍での生活も２年を経過したが、感染防止対策に重点を置いたサービス提供は

継続している。感染者数が減少傾向になった時期には、面会や帰宅も再開し、個別活動と

して外食を楽しむ機会を設けることができた。しかし、オミクロン株の出現により、施設

関係者や職員家族の周辺で感染が確認されるなど身近なところで感染者数が急増するこ

ととなり、１月以降は再び制限することとなった。同時にショートステイの受け入れも縮

小したため、２月、３月は短期入所事業の稼働率が落ち込んでいる。 

施設での支援は、フロアを区別することを徹底するために居室の変更を実施し、利用者

の活動もフロア毎に行うようにした。外出ができないため日常の「ひとつのお楽しみとし

て」ティタイム時におやつを取り入れてきた。当初は、自身で買い物にけなくても職員が

買ってきてくれるということで納得していた利用者もさすがに、最近は「コンビニ行きた

い」「買い物したい」「レストラン行きたい」等の訴えも出てきている。 

利用者はベランダを歩くことや近隣での散歩はしているものの、外出が減ったことや

加齢の影響もあり、徐々に体力が低下しているようで屋外での歩行については、継続でき

る時間が短くなっている利用者も散見される。さらに、自力で動かれる利用者の転倒が増

加傾向にあり、特に夜間はセンサーマット等で対応しているが、ケガが回復しないうちに

動かれて、転倒を繰り返されることもあった。また、てんかんの既往歴のない方や長期間

症状が落ち着いていた方にけいれん発作が起きるケースもあり、発作をきっかけに誤嚥

性肺炎を発症され死亡されることもあった。今年度は４名の利用者が亡くなられている。 

また杜には喀痰吸引が必要な利用者も生活されているが、看護師が不在となる時間帯

もあり職員が講習を受講し喀痰吸引を実施している。しかし受講者が充足しておらず、必

要な講習を終了していない職員が吸引を行っていたことがあり京都市監査において指導

を受けた。現在は講習修了者が２名増え、看護師の不在時にも対応できるように体制を整

えており、更に順次講習を受けている状況である。今後も法令を遵守し、支援職員として

利用者が快適に生活を送るために、でき得ることを果たしていくようにしたい。 

  最後に、大原野の杜が開設した当時に発足した「洛西家族会」が６月に解散された。利

用者の代弁者として、またご家族の代表として、長い間、施設運営に多大なるご尽力くだ

さっていたことに感謝申し上げるものである。 

 

（２）職員体制（令和４年３月末現在） 

施設長(管理者)１名 副施設長１名 サービス管理責任者１名 事務職員２名(補助 

１名) 支援職員 33 名(補助２名・非常勤 14 名) ＜常勤換算 30.4 名＞ 看護師２名 

管理栄養士１名 洗濯業務・清掃業務（非常勤）３名 医師２名(嘱託：内科週１回・ 

精神科月２回)  ＊調理は業務委託 

 

 

 

 



（３）利用者の状況 

① 在籍人数・利用実績  

１）施設入所支援：定員 50 名・現員 48 名，年間利用率 93.4％（Ｒ２年度：96.1％） 

 
２）生活介護：定員 50 名・現員 48 名，年間利用率 92.7％（Ｒ１年度：94.7％） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

男 

性 

在籍者 25 26 26 26 25 25 25 25 25 24 24 24 － 

利用日数 501 541 535 532 552 528 527 510 530 522 460 517 6255 

女 

性 

在籍者 24 24 24 24 24 23 23 23 24 24 24 24 － 

利用日数 525 534 506 516 529 506 512 489 516 544 480 552 6209 

合 

計 

在籍者 49 50 50 50 49 48 48 48 49 48 48 48 － 

利用日数 1026 1075 1041 1048 1081 1034 1039 999 1046 1066 940 1069 12464 

利用率％ 93.3 93.5 94.6 91.1 94.0 94.0 90.3 90.8 91.0 92.7 94.0 93.0 92.7 

   

② 年齢・男女別人数：男性最高齢 73 歳・女性最高齢 80 歳 

年齢 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80以上 合計 平均年齢 

 男性 ０ １ ７ ６ ４ ６ ０ 24 57.0 

 女性 ０ ０ ９ ６ ３ ５ １ 24 58.1 

 合計 ０ １ 16 12 ７ 11 １ 49 57.5 

 
③ 障害支援区分別人数 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ ６区分   合計 平均区分 

 男性 ０ ０ ０ ２ ４ 18 24 5.7 

 女性 ０ ０ ０ ２ ４ 18 24 5.7 

 合計 ０ ０ ０ ４ ８ 36 48 5.7 

 
④ 利用者の動向 

○新規入所－男性２名、女性１名 
○退  所－男性３名、女性１名（いずれも死亡による） 
○入  院・男性１名が誤嚥性肺炎により長期入院中。 

・６月、８月、10 月、12 月に女性１名が透析用シャント更新手術のため入院 
・５月～８月に女性１名が誤嚥性肺炎のため入院 
・４月～５月、７月～８月、10 月～１月に男性１名が誤嚥性肺炎のため入院 
・７月男性１名が帰宅療養中に疾患悪化のため入院 

 
 
 
 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

男

性 

在籍者 25 26 26 26 25 25 25 25 25 24 24 24 － 

利用日数 679 717 727 723 736 720 717 696 720 700 644 693 8472 

女

性 

在籍者 24 24 24 24 24 23 23 23 24 24 24 24 － 

利用日数 720 718 690 712 722 690 713 688 728 734 672 744 8531 

合 

計 

在籍者 49 50 50 50 49 48 48 48 49 48 48 48 － 

利用日数 1399 1435 1417 1435 1458 1410 1430 1384 1448 1434 1316 1437 17003 

利用率％ 93.2 92.5 94.4 92.5 94.0 94.0 92.2 92.2 93.4 92.5 94.0 92.7 93.4 



３)短期入所事業利用実績：定員５名，稼働率 42.4％（Ｒ２年度：50.3％） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計  

男 

性 

利用人数 11 ４ 11 15 10 ７ 13 16 14 ７ １ ４ 113 

利用日数 39 23 38 57 42 31 51 56 57 26 ２ 11 433 

女 

性 

利用人数 ８ ４ ６ 12 ５ ６ 14 12 13 ６ ０ ３ 89 

利用日数 27 20 21 46 25 20 48 53 50 22 ０ ９ 341 

合 

 

計 

利用人数 19 ８ 17 27 15 13 27 28 27 13 １ ７ 202 

利用日数 66 43 59 103 67 51 99 109 107 48 ２ 20 774 

稼働率％ 44.0 27.7 39.3 66.5 43.2 34.0 63.9 72.7 69.0 31.0 1.4 12.9 42.4 

   ○京都市依頼「あんしん生活緊急サポート事業(障害者緊急短期入所事業)」の 

緊急利用枠を年間 13 週担当：利用者のべ 16 名、52 泊の利用があった。 

     ○虐待対応ケース なし 

４)日中一時支援事業利用実績 延べ 10 名 （Ｒ２年度：延べ５名） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計  

男 

性 

利用人数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ３ 

利用日数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ２ ０ ３ ０ ０ ８ 

女 

性 

利用人数 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ 

利用日数 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ 

合 

計 

利用人数 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ １ ０ ０ ５ 

利用日数 ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ３ ０ ３ ０ ０ 10 

 

（４）重点方針及び事業内容 取組結果 

ア 施設入所支援 

昨年度より感染症拡大防止の観点から２F３F に分かれている生活フロアごとにサ 

   ービス提供を行っているが、今年度はより厳密に区別することとし、利用者の心身の

状況の変化や障害の状態によって居室変更や活動グループの見直しを行った。フロ

アごとに支援職員を分けることで職員の負担が増えたことは否めないが感染症の予

防には成果があると考える。一方で加齢に伴う身体機能の低下が見られる利用者が

増加しており、転倒によるケガやてんかん発作の発生もあった。今年度は４名が亡く

なられた。コロナ禍のため施設内で過ごしていただく時間が多いため、利用者居室の

環境整備を進め、個別に快適に過ごしていただけるようにした。デイルームなど共有

の場所におられても個別に好きな映像を楽しんでいただけるようポータブル DVD プ

レイヤーやタブレット端末を活用するようにした。 

イ 生活介護 

（ア）紙漉き班では、個々が主体的に楽しんで取り組める活動を模索し提供した。今

年度もイベント等の中止が相次ぎ、販売することはできなかったが、その分利用

者のペースで商品の制作を進めることができた。 

（イ）外部の作業場（芽ぐみ）には、月曜日から木曜日まで通うことを基本とし活動 

  することができたが、交流学習が縮小されたこともあり、ファーム（畑）で作業 

する機会は少なかった。また、芽ぐみへ行った際に実施していたスーパーマーケ 

ットでの買い物や近隣の店舗の利用は感染防止のため中止した。 



（ウ）めざめ班では、マスクを着用することに抵抗が強い利用者もあり、施設内で過

ごすことが多かった。特に高齢の利用者は健康状態に合わせて、ベッドで過ごし

ていただく時間を設けるなどした。月３回の音楽療法は、利用者にとって楽しみ

な時間であるため、コロナの状況により講師に来ていただけない時期も音楽プ

ログラムの時間として取組を行った。 
（エ）余暇活動では、夏の花火大会は屋外での行事であること感染者数が減少してい 

た時期でもあったので、密集しないよう配慮して実施した。納涼祭は、小グルー 

プ毎に縁日風のゲームが楽しめるようにした。その他、誕生月の外食を計画して 

いたが、多くはレストランからのテイクアウトで実施した。感染者数が減少して 

いた時期にはレストランの個室にて外食を実施したグループもあった。 

（オ）コロナの状況によっては外部から講師を招くことはせず、生け花については花

材を届けていただいて職員と利用者で取り組んだ。絵画等の創作活動も同様に

講師がいない時は、絵画の時間としての取組を行い、秋には京都府主催の「とっ

ておきの芸術祭」に出展した。また、別のコンテストへの出展や知福協の全国大

会の際に専用サイトに投稿するなどして多くの方に見ていただけるようにした。

茶道については職員が指導する事はできず、講師に来ていただける時のみの活

動となった。 
ウ 健康管理  

（ア）新型コロナウイルスへの感染を早期に発見できるように毎日の体温測定と健 
康観察を行った。発熱や風邪症状が認められる場合は、隔離対応し抗原検査キッ 
トによる検査を行うようにした。利用者の新型コロナ感染は全くなかった。健康 
診断については今年度も外部の機関で実施することができず、嘱託医の協力の 
もと年２回実施した。レントゲン撮影のみ、年度末に委託可能となり実施するこ 
とができた。また、ふれあいの里診療所と連携し、コロナワクチンの２回接種お 
よび追加接種を完了している。 

（イ）毎日、起床時、食後および寝る前に口腔ケアを行った。月 1 回、歯科医師によ 
り検診を実施した。必要に応じて専門の医師による嚥下評価も実施し、安全に美 
味しく食べられるよう支援している。その他、利用者に適切な口腔ケアを実施す 
ることができるよう歯科衛生士による口腔ケア指導を月１回実施した。 

エ 給食・栄養 
（ア）栄養ケアマネジメントを実施し、１ヶ月に１回の体重測定及び３ヶ月毎の栄養 

摂取量調査をもとに健康栄養状態を確認し、支援職や看護師等と連携し食事量 
の調整や食事介助の方法の見直しなどを行った。 

（イ）普通食はもとより刻み食やミキサー食についても、安全かつ見た目や味の質を 
損なわないような食材を用いて献立を作成し、調理方法についても厨房と協力 
し工夫するようにした。 

オ 短期入所事業 

    新型コロナウイルス感染予防の観点から、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置

が出されている間は利用の自粛を依頼した。利用者の通所先で感染が確認されるこ

とが増えたせいかキャンセルや予約することを控えられるケースも増えている。 

 



カ 特定相談支援事業所 

    支給決定時のサービス等利用計画案を作成し、支給決定後のサービス等の利用状

況についての検証を行い、計画の見直し（モニタリング）やサービス事業所等との連

絡調整を行った。 

キ 家族との連携 

感染症予防の観点から利用者の帰宅や面会の制限を継続した。利用者の日常の様

子や健康状態などを電話でご家族に報告する機会を増やし、利用者がご家族と直接

電話口で話をされることもあった。 

施設の開設当初に設立された「洛西家族会」が６月に解散された。年に数回定例会 

を開かれ、その際に施設の近況を伝えるなど意見交換の場でもあったが、解散されて

以降は、コロナ禍な事もありご家族に集まっていただく機会は設けていない。 

ク 地域との連携および公益的な取り組み 

（ア）ケナフ栽培は２つの小学校の担当教員と相談して実施した。特に大原野小学校

とは担当教員及び地域の民生児童委員と随時連絡調整を行い、交流学習という

形になるよう可能な限り取り組んだ。児童と利用者の交流は刈り取りの１度だ

けだったが、植え替えと刈り取りは職員が参加して実施した。最終段階の紙漉は

施設側で行い、でき上ったハガキを小学校に届けている。 

（イ）洛西ふれあいの里秋まつり、大原野フェスタ、福西夏祭りなどのイベントは中 

止となった。 

（ウ）施設の会議室を会場として開催される地域社会福祉協議会の学習会が３月に

予定されていたが感染者数が増加より中止となった。その他の地域との繋がり

として、中学校に車いすの貸出を行った。大原野の杜で借りることができるとい

うことを知ってもらえる良い機会となり、以来必要な時には活用していただい

ている。また、非常時に協力し合えるよう自家発電装置を設置したことを地域社

協にアナウンスした。 

ケ 職場環境の整備 

    年に２回職員ヒアリングを実施した。その他月１回の安全衛生委員会で職員の健

康状態や就労状況について意見交換を行った。実施回数は少なかったが産業医面談

の機会も設けるようにした。職員のリクエストに応じたテーマ(アンガーマネジメン

ト、睡眠、認知症)で、産業医より年間３回講話をしていただいた。また、安全衛生

委員会として、職員同士のコミュニケーションについての課題を取り上げ、年に２回

アンケート調査を実施した。 

コ 虐待防止の取り組み 

（ア）年に２回虐待防止のためのセルフチェックを実施し、自らの支援や行動の振り

返りを行った。 

（イ）虐待防止委員会を開催するには至らなかったが、不適切な支援を防止しより良

い支援をするためにリスク委員会で協議検討する機会を持った。 

 

（５）情報 

ア 情報発信、開示の状況 

（ア）「大原野の杜通信」を年２回発行した。 



（イ）杜通信が半年分の様子をまとめてお知らせするのに対し、ブログはリアルタイ

ムで施設での様子をお知らせしすることができるため、月１回の掲載を目指し

たが今年度は年に８回の掲載にとどまった。 

イ 利用者満足度、苦情解決の状況 

利用者にとって、コロナ禍で外出ができないことに不満が溜まってきている様子

が伺える。散歩やドライブには出かけたが、「買い物行きたい」「温泉行きたい」「レ

ストラン行きたい」との訴えもある。食事については、テイクアウトで好みのものを

食べる機会を設けるようにしたが、やはり雰囲気も含めての外食であり、満足度は低

いと感じる。 

また、ご家族からはコロナ感染がないことで一定安心していただけているようだ

が、久しぶりの面会や帰宅の際に、ヘアスタイルや服装など整容に係ることが不充分

と感じられることがあったとのご意見があった。 

ウ リスクへの対応状況 

（ア）日常生活の中での傷や打ち身などについて、原因を探り解消されるよう必要に

応じて過ごし方や支援方法の見直しを行った。しかし、利用者の身体機能の低下

や特性を充分把握できていなかったことにより利用者がケガを負う事故があっ

た。 

（イ）施設内に見守りカメラを設置したことで、事故があった際の状況を確認し原因 

を究明分析し再発防止に活用した。また、利用者同士のトラブルについても、カ

メラの映像を確認することで状況を正しく把握できたケースがあった。 

 

（６）育成 

ア 実習やボランティアの受け入れ状況 

（ア）保育専門学校および大学より保育実習を受け入れた。社会福祉士の実習につ

いては、指導者を配置したが、今年度は希望者がなかった。 

（イ）コロナ感染防止の観点から、新たなボランティアの募集は行わなかった。 

イ 職員育成 

（ア）研修委員会を中心として、年間９回内部での研修会を開催した。内容は介護 

実技、緊急時対応、自主製品制作、法人研修の伝達研修等となっており、特に 

実技や緊急時対応は同じ内容で複数回開催することで多くの職員が学ぶことが 

できた。 

（イ）ひとつのチームとしてより良いサービスを提供できることを目指して、虐待 

防止の自己チェックと併せて職員同士のコミュニケーションについての自己チ

ェックを実施した。 

（ウ）他施設の見学や実習は実施しなかった。一部の職員は法人のイノベーションプ

ロジェクトの取組や 50 周年記念事業の実行委員会に参加しており、他事業所の

職員と交流することができた。 

 

 

 

 



（７）地域との交流・連携の状況 

大原野社会福祉協議会の活動や地域行事などは縮小され、具体的に施設として参加す

る機会がなかった。交流学習は、縮小されたが学校や地域の関係機関とは随時連絡を取り

合い、実施の可否や方法などの協議や調整を行って状況の応じて可能な形で実施した。  

 

（８）施設整備の状況 

  ア 新型コロナウイルス感染症予防のための衛生用品を購入した。 

マスク、手袋、袖なしエプロン、長袖エプロン、フェイスガード、ゴーグル、消毒

用アルコール、抗原検査キット等  

  イ PHS の台数を増やした。施設内の連絡をスムーズにするためにインカムの導入を計 

画していたが職員との協議検討の結果、PHS を活用することとした。また、PHS から

館内放送できるように放送設備の改修を実施した。 

  ウ 見守り安全カメラを２F と３F それぞれの廊下とデイルームに設置（全部で８カ所） 

した。事故等が発生した場合、発生時の様子や事後の対応を確認し分析することがで 

きるようにした。 

  エ 男性浴室リフト用の車いすの買換え（経年劣化による破損のため） 

  オ 昨年度実施できなかった居室カーテンを新調しリース契約した。 

  カ 施設全館の空調設備（GHP のみ）の入替工事を実施した。（京都市予算による） 

  キ １F 玄関、廊下及び３F 廊下の空調設備（EHP）を新たに設置した。 

  ク ３F 男性トイレのパーティションの取替え工事を実施した。 

  ケ 災害等の非常時に備え自家発電装置を設置した。（地域共生補助金を活用） 

   コ その他、経年により劣化や故障のある器具や設備の修理を実施した。 

  サ ジェネレーションシステムの部品取替、トイレ及び洗面台の水栓取替、医務室温水 

器の取替、壁及び床の修繕、厨房食洗機および水栓部品取替、スチームコンベクショ

ン部品取替等 

  



 




















